
「
J

1

J

「
お
い
し
く
な
l
れ
」
と
気
持
ち
を
込
め
て

3月3日(木)生活支援ハウスともいき荘では、利用者の皆さん

lこよるひな祭り行事としてお菓子作りが行われました。

桃の節句の巳|こちなみ、桃色のクッキ一生地|こマシュマロをのせ

て「ももクッキ-Jを焼き上げましだ。

サクサクのクッキーとマシュマ口の食感が娼評で、ホッコリ笑顔

のひな祭りを過ごしましだ。

2016 

写真:ク ッキーの生地に一つ一つ丁寧にマシュマロを並べていきます。

グ この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。
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新年度の組織傭制と事業を決定
厚真町社会福祉協議会ではこのほ

ど評議員会と理事会を開催し任期満
3'1こ伴う役員及び評議員の改選及び、

新年度事業計画と予算を決定しまし

だ。

4期 8年lこわだり会長を務めた松

平功前会長ガ勇退され、定款の定めで

理事|こよる互選|こより種部健一会長

が就任しましだ。地域の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

社
会
福
~
私
法
人

厚
具
吋
社
会
福
社
協
議
会

会

長

種

、

部

健

求
で
つ
く
厳
し
い
え
、
が
過

ぎ

北

国

に

も

待

ち

わ

び

た

春

が
到
来
し
ま
し
た
。
町
氏
の
皆

様

に

は

益

々

ご

清

栄

の

こ

と

と
お
庭
、
び
中
し
上
げ
ま
す
。
平

素

よ

り

社

会

福

社

協

議

会

に

対
し
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
中
し
上
.
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
改
選

に
伴
い
会
長
を
お
お
せ
っ
か

り
ま
し
た
。
責
任
の
大
さ
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
微
力
な

が

ら

誠

心

誠
意

取

り

組

ん
で

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

松

平

功

前

会

長

に

は

8
年

間

に

わ

た

り

会

長

と

し

て

多

大

な

功

績

を

戎

さ

れ

た

こ

と

に

深

く

敬

意

と

感
謝

を
申
し

上
げ
ま
す
。

ん
7

や
高
齢
化
に
加
え
人
口

減
少
の
時
代
を
迫
之
、
さ
ら
な

る
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
が

予
測
さ
れ
る
で
万
で
、
い
核
家
族

化

な

ど

に

よ

り

家

族

の

え

え

る
カ
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
社
会
的
な
え
援
の
仕
組

み
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

し

か

し

公

的

な

祐

社

サ

ー

ビ
ス
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
近
隣
地
域
住
民
や
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
共
助
の
力

の
活
用
な
ど
、
様
々
な
社
会
資

源

を

活

用

し

た

包

括

的

な

ケ

ア
の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ

て
い
ま
す
。

社
会
一
稲
川
社
協
議

会

で
は
詐

も

が

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

町

づ

く

り

を

目

標

の

一

つ

に

掲

げ
、
介
護
保
険
事
業
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
捉
供
の
ほ
か
、
、
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

や

地

域

の

支

え

合
い
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今

後

は

そ

れ

ら

に

加

え

て

地

域

の

人

材

や

社

会

資

源

が

効

果

的

に

活

用

さ

れ

る

よ

う

な

環
境
や
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
が
重

要

な

課

題

で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ

の

た

め

に

は

地

域

の

関

係

者

と

の

対

話

や

協

議

を

重

ね

な

が

ら

連

携

を

培

う

こ
と

が
大
初
で
あ
り
、
社
会
福
祉
協

議

会

が

来

す

べ

き

役

割

は

大

ロ
um
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)

年

同

部

不
一判

田
明
・

・任

事監事理
• 

さ
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
引
き

続

き

町

民

の

皆

様

と

共

に

福

祉

の

史

な

る

発

展

に

役

職

員

一
九

と

な

っ
て
努

め

て

ま

い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

温
か
い

ご
指
導

と

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

心

か

ら

お

願

い

し

就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
の
交
代
に
つ
い
て

4
月
1
日
付
で
事
務
局
長
が
交

代
い
た
し
ま
し
た
。

(新
)

松

田

敏

彦

(
旧
)

加

藤

恒

光

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役職名 氏 名 区 分

」ヨ』エ 長 種部健一@有 識 者

副 会長 大 橋正治⑪ 民生児童委員

11 J~富田義信 @ 福祉 団体

理 事 池田 シゲ子 @ 婦人 団体

11 大坪 頼 幸⑪ 福祉 団体 |

11 加 勢 敏 和⑪ 福 祉団体 !

11 川 本清美 ⑪ 有 5龍 者

11 講 神仁志@福 祉施 設

11 佐 藤秋夫 ⑪ 保護 司 士正E』Z 

11 中 谷幸保@有 識 者

11 兵頭 敏枝⑪ ボランティア

11 宮 崎とし子⑪ 有 5能 者

11 宮 副恵美子 ⑪ 民生児童委員

11 山 田 一 博⑪ 有 5能 者 l

監 事 橋本 豊@有 識 者

11 山 田忠男@有 識 者

平成28年4月 1円現在型事14人(欠員 1人)監事 2人

rヘ
にJ
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任期・平成28年 4 月 lH ~平成30年 3 月 31 日

区 分 氏 名 区 分 氏 名

1幌 内 小納 谷 Jit 夫@厚和・浜厚n 曽 根 正 Jl持@

富里・高丘・吉野 出 守@軽 舞 ・ 豊 丘 三 田村 一 治 @

桜丘・朝日 9J 田 一 生@鯉沼 ・鹿沼 山 口 英 雄 @

東和 ・字隆 金 山 明 義@民生児童委員 伊 東 悦 子 @

本 郷 嘗 国 lIH 貝IJ @ 福祉施設 消 水 {允5<. 宣 @

本 郷 団 地 尾 谷 ，'モh・<. 夫@婦人団体 飛 谷 と も 子 @ 

幌里 ・幌里開拓 兜 谷 ゆかり @ 老 連 )11 i~ 五 長 治 @

東町・北町 佐 牒 洋 介⑮ 身障協会 山 口 tl' @i) 

表町団地・西町 長久保 勝 春@遺 族 £ヨ=』= 山 !こl 清 光 @

南 nlJ 路 )11員 子 @ 母 子 lコ=』= 末 政 明 美 @

新 町 石 111 誠 一 郎⑪ ボラ ンティア !高 場 君 子 @

ルー ラ ル 佐 }Ji蕊 公 博@ " 保 出 広 H青⑪

上野・豊沢・富野 組l ) 11 隆 雄⑮ " 中 原 久美子@

美里・豊川 勝 沢 俊 一郎@有 識 者 松 井 満 男 @

共業・共布・共和団地 樺 凪 平日 1専@ " 一一 lJf 修 ⑮

上 厚 真 大 浦 !l..!: 則@評議員31人平成28年 4月 l円現在

(順不同)-評議員

平
成
お
年
度
の
事
業
計
画
で
は

従
来
の
事
業
や
活
動
の
継
続
、
強

化
を
図
り
、
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
地
域
の
福
祉
活
動
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
の
特
徴
的
な
事
業
や
取

り
組
み
と
し
て
、
指
定
管
理
を

〉

行

っ
て
い
る

「デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ほ
ん
ご
う
」
に
つ
い
て
、

町
に
お
い
て
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
へ
の
用
途
変
更
が

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
準
備
等
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
町
の
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
を
受
託
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨

年
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

介
護
予
防
に
関
し
市
町
村
が
総
合

事
業
と
し
て
住
民
等
の
多
様
な
主

体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
整
備
に

つ
い

て
、
生
活
支
援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
l
の
配
置
を
通
じ
、

地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
や
社
会
資
源

の
開
発
調
整
を
図
る
も
の
で
す
。

重
点
推
進
項
目

①
福
祉
啓
発
育
成
事
業
の
推
進
、

②
福
祉
関
係
団
体
等
の
活
動
支
援
、

③
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
動
強
化
、
⑤
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
⑤
生
活
相
談
援
助

事
業
の
推
進
、

⑦
介
護
保
険
事
業

所
の
運
営
、

③
指
定
管
理
施
設
の

管
理
運
営
、
⑨
福
祉
関
係
機
関
等

と
の
連
携
強
化、

⑩
社
協
の
体
制

整
備事

業
収
支
予
算

平
成
お
年
度
予
算
総
額
1
7
3
、

1
3
9
千
円
(
前
年
度
比
3
、

6

4
1
千
円
増
)
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社協の主なサーヒスをご紹介します

高齢者拘けのサービスや事業| 【各種お問い合わせ窓口}

|給食サービス事薫j ~': I電 話 0145-26-7501 
70歳以上の万が対象。週|こ 1回"'6回利用 :IFAX 0145-26-7655 
司(地区|こよって異なります)

|ほのぼの人生の集いI : I地域交涜、ボランティア活動| ト 伐υゐ
.[~ 必内句

一人暮らしの65歳以上の方が対象でレクリ : 1ふれあいサロン| 孟t
工ーシヨン、昼食会等で交流します。(年3回) : 地域の皆さんが気軽に集まることができる

: 1いきいきサポート事業I : 交流の場です。現在3ケ所(福祉センター、
在宅高齢者の引きこもりを防止し、生きが ; 厚南会館、高齢者生活自立支援センターな

いと希望を持って自立し芝生活を営むこと; らやま)で月|こ 1回程度開催しています。

ができるよう支援しています。(町からの受 ; Iホラシティ7'1

¥ 託事業) 厚真町ボランティアセンターを設置し、各

日常生活上での困りごと| 《
種ボランテイア活動の相談、調整、情報提

供等を行っています。

ゐ ・

|厚罵町l也配ごと阻談所|

日常生活の困りごとや悩み事等の相談lこついて各地区の民
生児童委員が相談役となり相談の解決のだめの支援を行っ

ています。

日常生活目立支援事業|

高齢や障がい等|こより生活上の判断に不安のある万を対象

|こ福祉サービスの利用手続きや金銭管理の支援を行ってい

ます。
~貸付に関すること~

生活福祉慣金貸借事業 | 震情資金事業
厚労省の要綱巳基づき、他の |町内在住の生活困窮者巴対す
貸付制度が利用できない低所 |る生活資金の貸付、扶助事業
得世帯、障がい者世帯まだは |として災害|こ遭われた町民に
高齢者世帯|こ対し、資金の貸 |対する見舞金の支給を行いま
付けと必要な相談・支援を行 |す。
います。

|介護保険事業等に関するζと| 行、

|指定訪問介護事業所(ホ-6.ヘILH-)I

|各種貸し出しI(※事前申請が必要)

福祉田具、レワリ工ーション用具
車椅子(介回用、白走用、リ

クライニング式)、ス力ット

ボール、ボーリング

ストラックアウト、

輪投げなど

福紐車両

在宅の要介護者等への外出支

援として福祉車両を無料で貸

し出し

(※燃料代

は実費負担

となります)

利用者のご自宅巴ホームヘルパーが訪問し、買い物・調理・洗濯などの「生活援回」や食事・

入浴・排せつ介闘などの「身体介護」を行います。

|指定匡宅介護支援事業所「ほのぼのライフケ?おつまJ(ケ?プランの作成筈)1
介護保険サービスご利用の相談や計画 (ケアプラン)作成、サービス事業者や関係機関との連

絡調整などの支援をします。

|と老いきの里3施設(テイサービスロシターlま九ごう、ヴILーブホ-6.やわらぎ、高齢者生活支援ハワス)1
「高齢者lこなっても、いつまでも地域の人だちと共|こ生きていこう」との理念をもと仁平成 13

年|こ厚真町が設置し、 厚真町社会福祉協議会ガ指定管理者として運営しています。
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110時~12時頃まで|

て
、
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
開
催
し

て
い
ま
す
。
年
度
の
節
目
で
は
役

員
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
各

地
区
ご
と
に
開
催
し
、
課
題
や
新

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
協
議
し
ま
し
た
。

k |まつ。と茶ろ九 ほほえみサロン ひだまりサロン

高齢者生活自立支援七')9-福祉センター 厚南会館
ならやま(富里) (京町) (上厚真)

5日 19日(7It)17日〈火)1 1日〈水〉

6目 23日(7It)21日〈火〉 8日〈水〉

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

闘
国
刷
国
国
同
刷
川
同
一

あ
つ
ま
こ
ぶ
し
会
で
は
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
や
日
常
の
悩
み
事
等
を

共
有
で
き
る
仲
間
づ
く
り
や
旅
行

等
の
交
流
会
な
ど
会
員
相
互
の
交

流
と
親
睦
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
(
北
島
美
保
会
長
宅
幻

t
2
7
7
2
)
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厚
真
町
母
子
会
は
平
成
お
年
4

月
か
ら
会
の
名
称
を
「
あ
つ
ま
こ

ぶ
し
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

厚
真
町
母
子
会
は
昭

和

均

年

に

円

発

足

以

来

、

母

子

家

庭

を

会

員

と

表

m

し

て

生

活

の

安

定

と

経

済

的

自

立

、

糧

費

福

祉

制

度

の

利

用

斡

旋

な

ど

に

取

目

加

-参

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
お

、1
J

年
4
月
の
母
子
寡
婦
福
祉
法
の一

口

部

改

正

(

現

在

は

母

子

及

び

父

子

サ

•.•• 

並
び
に
寡
婦
福
祉
法
に
改
正
)
を

し

受
け
て
、
会
員
の
対
象
に
父
子
家

あ

庭

を

加

え

る

こ

と

と

し

ま

し

た

。

社

協

で

は

地

域

の

皆

さ

ん

が

気

れ

会
の
名
称
も
新
た
に
、

活

動

促

進

軽

に
集
ま
れ
る
機
会
づ
く
り
と
し

占

程

合

総

で

触

す

て

フ

た

巴

彰

ツ

砂

斉

豊

綾

制

連

、

ガ

拶

て

献

し

ラ

し

動

表

セ

高

/

(

木

計

ブ
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豊
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会
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績
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か
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(
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(
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会

会

加

れ

る

い
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状

予

老

藤

松

子

新年度の計画等について協議

身体障害者福祉協会厚真支部(幅

田義信支部長:会員47名)は 4月13

日!こ総合ケアセンターゆくりで総会

を開催し、新年度の事業計画等|こつ

いて決定しましだ。

合年度は会の創立60周年を迎える

だめ記念事業|こついての協議ち併せ

て行われました。

@身体障害者福右上協会厚真支部

新年度の事業等を決定

=単品~
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社会福祉協議会に寄附をされた方々

*社会福祉事業へのご寄付

(桜丘) 専厚寺婦人会様

(鹿沼)山口征一様

(宇隆)高橋ソノ子様

(上野)荒山博子様

(高丘)松 平 功様

(厚和)山本清幹様

(吉野)土田ミヨ様

(京町) 厚真町商工会

女性部長 上 田 輝 美 様

丘) 山 上 清 一 様

) 匿名 (1件)

(桜

感
染
対
策
巴
つ
い
て
学
ぶ

感
染
症
の
理
解
と
予
防
研
修

計 354，800円(10件)

(平成28年 2 月 2 日 ~ 4 月 14日)

ご芳名はご本人からゴ解をいただい定方
のみ掲載しています。

A 
口

1
月
に
開
催
し
た

「終
末
期
・

看
取
り
」
の
研
修
に
引
き
続
き
訪

問
看
護
認
定
看
護
師
の
門
脇
睦
子

氏
を
講
師
に
、

感
染
症
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
や
、
マ
ス
ク
や
手
袋

な
ど
の
予
防
衣
の
正
し
い
使
用
方

2
月
却
日
(
月
)
に
介
護
職
員

を
対
象
に
「
感
染
症
の
正
し
い
理

解
と
予
防
の
知
識
・技
術
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

• 
• |今号の 1敵|• 
• 
• 「昔懐かしい

いろはカルタJ • 
• 

• 
• 
• •••• 

「デイサービスセンタ一ほんご

う」では、歩行の運動として館内

の散歩などをしています。

この日は中庭の横の談話室まで

皆さんで散歩し、いろは力ルタを

楽しみましだ。

••• 

予防衣の使い方の実技指導

月 日 行事 ・事業 会場等 団体等

5月中旬 決算監査 ゆ く り 社 協

下旬 理事会 福祉センター 社 協

下旬 評議員会 福祉センター 社 協

6月8日 施設演芸訪問 β~ 厚 園 老人クラブ

下旬 ほのぼの人生の集い lHJ タト社 1茄

21日 ふれあいの届 田舎まつり会場 社 協

24日 社協だより発行 ネ土 協

法
や
着
脱
、
感
染
症
予
防
に
配
慮

し
た
汚
物
処
理
方
法
や
手
指
の
洗

浄
な
ど
の
基
本
的
な
技
術
を
、
映

像
や
実
演
を
交
え
て
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

感
染
対
策
は
日
頃
か
ら
の
衛
生

管
理
や
基
本
的
な
処
理
を
職
員

一

人
一
人
が
確
実
に
実
施
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
研
修
を
通
じ
、

基
礎
知
識
や
技
術
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

-• 
• 
-• 

皆さんが撮影しだ写真や趣昧

で描いだ絵、作品芯どをご紹

介ください。詳しくは社会福

祉協議会まで。

.発行日:平成28年4日22日

.発行者:厚鷹町社会福祉協議会

r 
k、

•••
••• 

• 
• 

• 

〒059-1601 

厚真町京町 165番地 1

総合ケアセンターゆくり

電話26-7501 / FAX26 -7655 

メールアドレス

info@atsuma-shakyo.orjp 

ホームページ

http://www.atsuma-shakyo.orjp/ 

.ともいきの里

干 059-1605 

厚真町字本郷236番地6

高齢者生活支援ハウス「ともいき荘」

デイサービスセンター「ほんごうJ

電話26-7622 / FAX26 -7623 

高齢者グループホーム「やわらぎJ

電話26-7336 / FAX26 -7337 


